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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 北病棟が企画している体験外出プログラムで西病棟の患者様も対象となっています。

スタッフと共に、公共の交通機関を利用する事で方法、手段、マナーを学び、気分転換を図って頂く事を目的とし、西病棟の該当する患者様は以下のメンバーがリストアップ（１７名）されています。

清川厚子様・宮　陽子様・駒木　学様・袴田隆裕様・小向政広様・布施邦雄様

大下良悦様・村上幸子様・長谷川陽一様・大橋照子様・本田英之様・山田隆雄様

山田典子様・宮本建蔵様・風穴チエ様・新山　潤様・蛯名勝幸様

＜患者様連絡事項＞

· 清川　厚子様～青山荘入所決済おりていますが、本人から「旦那が２月２６日の入所で　　　　　　　良いと話していた。」とスタッフに報告しています。再度、本人に確認　　　　　　　すると「自分が行きたいと思っているだけ」とはっきりしない為、スタ　　　　　　　ッフが御家族へ確認したところ、２月２６日入所の確認がとれています。　　　　　　　主治医へ報告し、入所近くになったら、時間や退院時処方等検討して行　　　　　　　きましょう。

· 木村　義重様～１／２０（金）市民病院内分泌科の工藤先生より、連絡がありました。

　　　　　　　　　なかなかカリウムの値が上がってこなかったとの事ですが、現在、カリウムの値が3、8と正常範囲内となり、リハビリへの取り組みも良く

　　　　　　　　　歩行が出来る状態との事です。今週末に血液検査を行い、結果が良ければ１／２４（火）以降に退院を考えていると話しされています。しかし、カリウムの値に変動があり、低カリウム血症や高カリウム血症になる可能性もある為、転院後も安定するまで週１回の血液検査を実施して頂きたいとの事でした。転院日に関しては、当院で検討して頂きたいとの事でしたので、その旨御家族へ連絡し転院日を検討して頂いています。結果、１／２４（火）調整整い了解を得ています。

・出河　　　攻様～１／２０頃より、左上肢の掻痒感を訴え、「乾燥しているからかなぁ」と話し様子みていましたが、その後も両肩、両腕、腹部と掻痒感続いています。スタッフが観察すると、引っかき傷の跡と腕部にだけ軽度の湿疹がみられます。引き続き皮膚の状態観察と確認ケアを行って行きましょう。

・山田　　隆雄様～１／１９（木）主治医問診時、「下の義歯が合わない」と訴えられ、歯科受診を勧めています。御家族様の了解で１／２０（金）歯科受診しています。歯科医より、上下義歯が入っているが同時に作ったものではなく、上下別々に作ったようで噛み合わせが良く合ってないと話しされています。本人はこのままで良いと言うので様子をみて、次回も診察予定となっています。義歯の噛み合わせが悪く、合わない為、新たに作っても良いかどうか御家族様にスタッフから連絡をし確認をとっています。その結果、御家族様から了解を頂いています。

・宮本　　建蔵様～今朝、７：４５分頃本人から妹様に電話連絡したところ、妹様が電話にでて、歯科受診の事を了解していましたと本人が話しています。また、本日、本人から「お小遣いが少なくなったので、通帳から引き落として２５０gの大きいコーヒー瓶を買いたいんですが…」と話して来ています。スタッフより、私物発注をする場合は、手数料がかかる事説明しています。歯科受診の件についても、１／１５スタッフが妹様に連絡したところ、「歯科受診はもう少し待って欲しい」と話されていましたので、明日、担当スタッフから再度歯科受診の事や現在本人が小遣いが少なく欲しいコーヒーが買えないでいる為、面会を兼ねて持参して頂けるよう連絡をする予定です。

・蛯名　　勝幸様～本日、１０：００～１４：００迄、ランチ外出願いの希望が出ています。今朝、奥様より外出許可確認の為、電話が入る予定となっています。

・駒木　　洋士様～お父様が亡くなられ、１／２３（月）葬儀出席の為、外出が予定となっています。外出、泊の際、調子を崩しやすく、疲労感も訴えられている事から、調子が悪かったら、無理して儀式に出席しなくても、途中で自分なりに対処出来る様スタッフは指導してあげるようにしましょう。

＜日常生活支援；生活指導評価・検討＞

・鈴木　　正長様～読み終えた新聞やチラシ、本など片づけられないでいます。

　　　　　　　　　毎日、声掛けをされないと布団を畳む事も出来ていない為、引き続きセルフケアの程度を観察しながら、出来ている部分を評価し、声掛け、励ましながら個別的に援助、関わって行く必要があります。

・奥寺　　　徹様～昼夜、同じ防寒衣を着ている為、日中は脱ぐよう指導していますが、「寒い、これを脱ぐと咳がでる」と勝手に決め付けては拒否しています。清潔観念の低下、衣服に対し、病的に執着して更衣を嫌っています。引き続いて季節や気温に応じて衣服を選択出来て、理解が得られていくよう指導が必要です。

・新井　　圭次様～正月外泊後から、セルフケア能力が少し落ちていましたが、再び

　　　　　　　　　復活して来ています。余暇は自室にいる事もなくなり、ホールでテレビをみて過ごされています。さらにレベルアップ出来るよう声掛け指導をして行きます。

・長谷川　陽一様～毎日、スタッフの声掛けがないと寝具を片づけたり、畳むことが出来ずにいます。日常生活指導日だけ行っている傾向がみられます。指摘されなくても出来るよう、自身のセルフケア行動によって快適に過ごせる事の大切さを指導して行きましょう。

・佐々木　みね様～私物に執着し、紙袋やリュック、布袋の中に衣類を入れたままにしています。洗面道具やコップまで入れており、使う毎に探しては、物が無くなったと話しされる事があります。自身が整理・整頓の必要性に気づき、ある程度整えられるよう関わって行きましょう。

・木村　　忠史様～ベッド臥床が目立ち、すべてスタッフの声掛けがないと行動出来ずにいます。生活リズム感覚がなく、マイペースでゆっくりと好きな事を始め、周囲を気にしない。趣味、趣向などを聞いて、その人らしさが表現出来るよう、セルフケア行動を援助して行く必要があります。










